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P349 　卵巣明 細 胞腺癌に お い て CBX7 の 発現は 予 後不良因子 で ある
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【目的】上 皮性卵巣癌 の 中で 明細胞腺癌 は化学療法抵抗例 が多く，進行例 で は予後不良で あ り，そ の 病態解明は重要で あ る，
我 々 は，polycomb 　group　proteins （PcG ）の

一
種 で ある CBX7 に 注目し た．　 CBX7 は polycomb 　repressive 　complex 　1 （PRC

l）の 構成因子 の
一つ で あ り，Ink4a／Arf　locusや cyclinE1 な どの相反する 機能の 遺伝子の 転写を制御する との 報告が ある，

また，癌腫 に よ っ て 予 後因子 と して の 報告 が 異な っ て い る ．そ こ で，我 々 は卵巣明細胞腺癌 にお け る CBX7 の 役割を検討した．

【方法】イ ンフ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得た上で卵巣明細胞腺癌 の 手術組織 を用 い ，CBX7 の 免疫染色を行 い ，予後との 相関を

解析 した．続 い て ，卵巣明細胞腺癌細胞株 にお い て CBX7 を knockdown し，腫 瘍性 の 変 化 を検討 した．ま た，　 CBX7 に よ り

制御され る遺伝子を解析する 目的で，micrearray を用い ，　CBX7 −knockdown 細胞 と control 細胞の 遺伝子発現 profileを比 較

した．｛成 績】免疫 染 色 に て 81例 中 64例 で CBX7 陽性 で あ っ た，　 CBX7 陽 性症 例 は 陰性症例 に比 べ overall　survival ，　progres−

sion
−free　survival と もに 有意 に予後不良で あ っ た，また，　 CBX7 −knockdown細胞で有意 に増殖能の 低下，　GI　arrest を認め．

CDKN2A の 発現増加も認め た．また ，　 microarray の 結果 よ り，　CBX7
−knockdown 細胞 で コ ン トロ ール に 比 べ Tissue　necro ・

sis　facter　superfamilylO （TNFSFIO ）（別名 TRAIL ）な ど apoptosis 関 連遺伝子 の 発現 増加を認め た．実際 に，　 CBX7 −knock・

down 細胞 で は コ ン トロ ール に 比ベ ア ポ トーシ ス の 亢進 を認め た．【結論】CBX7 は卵巣明細胞腺癌 にお い て ，予後不良 因子 で

あ り，そ れ に は CBX7 に よ る CDKN2A ，ア ポ トーシ ス 関連遺伝子 の 発現抑制が関与する 可能性が示唆された．

P3・4−10　卵巣明細胞腺癌で の S100P発現低下は 予後不良の 予測因子 と なる

長崎医療 セ ン ター1
，佐賀県立 病院好生 館

梅崎　靖
1
，八 並直子

2
，楠 目晃子

1
，橋本崇史

1
，杉見　創

1
，菅　幸恵

1
，釘島 ゆか り

1
， 福 田 雅史

1，山下　洋
1
， 楠田展子

1
，

安 日一
郎

1

【目的】SlOOPは細 胞 種特 異 的 に発 現 す る カ ル シ ウム 結合性 タ ン パ ク 質で ，様々 なが ん 細 胞株で 発現 が 認め られ て お り，細 胞

の 不死化や分化，転移
・
播種 に関与 して い る こ とが 示 され て い る．膵臓が んや 大 腸 が ん等で S100Pの 過剰発現 と予後の 関連 が

指摘 さ れ て い るが，卵巣が ん にお い て は SlOOP発現 の 意義 は 明らか とな っ て い ない ．今 回わ れ われ は当施設で 診断された卵巣

明細胞腺癌 の 手術標本 を もと に SlOOP発現 と生存解析の検討を行っ た の で報告する．【方法】当院で手術に よ り摘出 され，病理

組織学的に診断された卵巣明細胞腺癌 24例 を 当施設倫理 委員会 の 承認 を得 て 対象 と した．ホ ル マ リ ン 固定パ ラ フ ィ ン包埋 組

織 を用 い，免疫組織化学的手法で S100Pの 発 現 を検討した．免疫染色結果の 評価 は 半定量的方法で 行い ，0（S100P核発現陽

性 1％ 未満）， 1＋ （1〜10％），2＋ （ll〜50％ ），3 ＋ （51 ％ 以 上 ） と ス コ ア 化 し た．　 S100P 発現の 判定は 腫瘍細胞核で の SlOOP
発現 が 2＋ 以 上（ll％ 以上）を陽性とした．また SlOOP発現の 程度で SlOOP陽性群お よ び 陰性群 の 2 群に分け，　Kaplan−Mayer

法に よ る生 存解析 を行 っ た，【成 績】明細胞腺癌 の 16例 （67％）で SlOOP発 現が 陽性 と判定 され た．　 SlOOP陽 性群 （16例）と

陰性群 （8例）の 2 群に 分けた 生存解析 で ，SIOOP陰性群が S100P 陽性群 と比 較 し有意 に 予後が 悪か っ た （p＜ O．Ol），【結論】卵

巣明細胞腺癌で は S100P低発現の 症例で 予後不良で あ る こ とが わか っ た．　 SlOOPが予後 の 予測因子 となる可能性が示唆され

た．

P3−5−1　卵巣癌 に おける CD133 および aldehyde 　dehydrogenase　1 の 臨床的意義
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【目的】CD133 お よび aldehyde 　dehydrogenase 　1（ALDHI ）は，癌幹細 胞 で発 現す る細 胞マ
ーカー

の 1 つ と報告 され て い る．
癌幹細胞は，低酸素抵抗性，放射線抵抗性 お よ び化学療法剤抵抗性など を有す る と さ れ て い る こ とか ら，CD133 お よ び ALDH

1が卵巣癌にお ける化学療法抵抗性や 生存予後の 指標 にな りうる可能性が考えられ る，本研究で は，卵巣癌患者における CD
l33 お よ び ALDHI の 臨床 的 意 義を 明 らか に す る 目的 で，　CD133 お よび ALDH1 の 原 発 腫 瘍 内発 現 と臨床病 理 学 的背 景，化学

療法効果および 生 存予後 との 関連性 を検討 した．【方法1イ ン フ ォ
ーム ド ・コ ン セ ン トを得た卵巣癌 30症 例 の 初 回手術 摘 出腫

瘍 を材料 と した．CD133 お よび ALDH1 の 腫瘍内発現は
， ホ ル マ リ ン 固定パ ラ フ ィ ン包埋 切片 を検体 と し，ポ リマ

ー
法 に て 染

色 し，染色 され る腫瘍細 胞が 観察され た もの を発現陽性 とした．【成績】CD133 お よび ALDH1 の 発現は腫瘍細胞の 細胞膜およ

び細胞質 に 観察され た，発現陽性率 は，CD133 が 33．3％，　 ALDHI が 70％ で，　 CD133 発 現 陽性 例 は すべ て ALDHI の 発現 も

陽 性で あ っ た．CD133 の 発現陽性率 は，組織型別 に 差 は ない が，1・II期群 （12．5％ ）に比 較 し III・IV 期群 （50％ ）で，化学

療法奏効群 （14．3％）に比 較 し無効群 （778％）で 有意 に高か っ た ．また ，5年 生存率 は CDI33 非発現群 （70％ ）に 比 較 し発

現群（26．7％ ）で 有意に 低か っ た，しか し，ALDHI の 発 現 陽性率は，組織型別，臨床進行期別，化学療法効果別に差 は なく，
5年生存率も発現別 に 差 は なか っ た．【結論】卵巣癌 に お い て CD133 の 原 発 腫 瘍 内発 現 は化 学 療 法 抵 抗 性 や 生 存予 後 不良の 指

標となりうる．
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